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1． 貿易収支は事前予想を大きく下回る 

財務省が 8 月 20 日に公表した貿易統計によると、25 年 7 月の貿易収支は▲1,176 億円の赤字と

なり、事前の市場予想（QUICK 集計：2,131 億円の黒字、当社予想は 2,923 億円の黒字）を大きく

下回った。輸出は前年比▲2.6％（6 月：同▲0.5％）と 3 ヵ月連続で減少したが、輸入が前年比▲

7.5％（6月：同 0.3％）と大幅に減少したため、貿易収支は前年に比べ 5,108億円の改善となった。 

輸出の内訳を数量、価格に分けてみると、輸出数量が前年比 1.2％（6 月：同 2.5％）、輸出価格

が前年比▲3.7％（7月：同▲2.9％）、輸入の内訳は、輸入数量が前年比 4.0％（6月：同 13.1％）、

輸入価格が前年比▲11.0％（6月：同▲11.3％）であった。 

 

▲2,500

▲2,000

▲1,500

▲1,000

▲500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

▲50%

▲40%

▲30%

▲20%

▲10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

2201 2204 2207 2210 2301 2304 2307 2310 2401 2404 2407 2410 2501 2504 2507

貿易収支・前年差（右目盛）

輸出金額

輸入金額

貿易収支の推移

（資料）財務省「貿易統計」

（前年差、10億円）（前年比）

（年・月）  

-25,000

-20,000

-15,000

-10,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

▲2,500

▲2,000

▲1,500

▲1,000

▲500

0

500

1,000

1,500

1901 1907 2001 2007 2101 2107 2201 2207 2301 2307 2401 2407 2501 2507

貿易収支（季節調整値,左目盛）

(10億円）

（資料）財務省「貿易統計」

貿易収支（季節調整値）の推移

（年・月）

(10億円）

輸出(右目盛）

輸入（右目盛）

 

▲10%

▲5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

2201 2204 2207 2210 2301 2304 2307 2310 2401 2404 2407 2410 2501 2504 2507

数量要因
価格要因

輸出金額の要因分解（前年比）

（資料）財務省「貿易統計」 （年・月）

輸出金額

 

▲20%

▲10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

2201 2204 2207 2210 2301 2304 2307 2310 2401 2404 2407 2410 2501 2504 2507

数量要因
価格要因

輸入金額の要因分解（前年比）

（資料）財務省「貿易統計」 （年・月）

輸入金額

 

 

季節調整済の貿易収支は▲3,030億円と 5ヵ月連続の赤字となり、6月の▲2,476億円から赤字幅

が若干拡大した。輸出が前月比▲0.2％の減少、輸入が同 0.4％の増加となった。 
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25年 7月の通関（入着）ベースの原油価格は 1バ

レル＝71.4 ドル（当研究所による試算値）と、6 月

の 70.3 ドルから若干上昇した。足もとの原油価格

（ドバイ）は 60ドル台後半で推移しており、指標価

格に上乗せされる調整金、船賃、保険料などを含め

た通関ベースの原油価格は 8月には 70ドル台半ばま

で上昇することが見込まれる。 

 

2． 米国向け自動車輸出は数量ベースでは横ばい圏 

25 年 7 月の輸出数量指数を地域別に見ると、米国向けが前年比▲2.3％（6 月：同▲1.6％）、EU

向けが前年比▲3.7％（6月：同 7.0％）、アジア向けが前年比 2.2％（6月：同 4.4％）、うち中国向

けが前年比▲0.3％（6月：同▲5.8％）となった。 

25年 7月の地域別輸出数量指数を季節調整値（当研究所による試算値）でみると、米国向けが前

月比▲3.2％（6 月：同▲0.2％）、EU 向けが前月

比▲4.3％（6 月：同 0.8％）、アジア向けが前月

比▲1.8％（6 月：同 3.0％）、うち中国向けが前

月比▲1.6％（6 月：同 0.3％）、全体では前月比

▲2.8％(6月：同 1.6％）となった。 

米国向けの減少幅が拡大したが、7 月は主要

国・地域向け輸出が全て前月比でマイナスとなっ

ており、米国の関税引き上げによる影響とは言い

切れない。 

 

25％の追加関税が課せられている米国向け自動車輸出（金額）は前年比▲28.4％と 6 月の同▲

26.7％から減少幅が若干拡大した。輸出価格が前年比▲26.1％（6 月：同▲29.1％）と大幅なマイ

ナスが続く中、輸出数量が 6月の前年比 3.4％から同▲3.2％と減少に転じた。 

北米向け乗用車の輸出物価指数を契約通貨ベースでみると、3月の前年比▲1.5％から 4月が同▲

8.1％と低下幅が拡大した後、5月以降は同▲20％近いマイナスとなっている。 
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米国向け自動車輸出は数量ベースで減少に転じたが、均してみれば横ばい圏の動きとなっており、
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引き続き輸出価格の大幅な引き下げによって輸出数量の落ち込みは抑制されている。ただし、収益

の大幅悪化を伴う値下げによるシェアの維持には限界があり、すでに日本の主要自動車メーカーは

米国での販売価格を引き上げている。米国での値上げは日本車の価格競争力低下を意味する。今後、

米国向け自動車輸出は数量ベースの減少傾向がより明確となることが予想される。 

 

 

本資料記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と完全性を保証するものではありません。 

また、本資料は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


